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平地林の資源循環・伐採木リサイクル 

 
 成長したコナラ 植樹作業   

	
 平地林の植樹再生活動（2009年 3月号No.029巻頭言）の続きとして、今回は

「平地林の資源循環・伐採木のリサイクル」です。 

	
 繁茂した平地林を見通し良い林にして、陽ざしが林床に届き、何年も積もった

落ち葉を掃き集め堆肥にする。そして陽を受けた林床から、新たな草木の芽が出

てくる。平地林の再生の地慣らしを続けています。今まで、伐採木は、小枝を落

として、適当な長さに切り、林の中に置き捨てて、自然に朽ちるのを待つ寝かし

置き。虫の住み家、野鼠の遊び場、住み家になっています。川越市が資源化セン

ターを稼働した中で、伐採木を資源としてチップ化して発酵、6 回の切りかえし

後、土壌改良材「肥え土」（こえど）として市民に配布する体制が稼働を始めまし

た。この資源循環の中で、伐採木を平地林から搬出し、資源化センターへの搬入

を「川越緑のサポーター」が、みどりの埼玉づくり県民提案事業として始めます。 

	
 平地林の再生活動の続きは、養分を増やした土をサイズアップの鉢に入れ、培

養畑にて陽当たりと水分補給、そして保護の剪定。伸びる背丈の補正支柱と育成

の手を注ぎ、今年の2月に大地に25本植樹できました。これからは、続々と植樹

が始まります。ドングリからの植樹は平地林循環の第1段階です。第2段階とし

て、植樹したコナラの根元に伐採木から作られた、「肥え土」を埋設堆肥として使

い、平地林循環が完成することになります。世界規模で自然界を見直す活動に、

国連が定めた推進課題は、2010年は国際生物多様性年。そして、2011年は国際森

林年で、テーマは「人々のための森林」。森林の多面的機能が人類の生存に欠かせ

ません。生物多様性も持続可能な、森林経営の保全・再生がないと続きません。 

	
 埼玉県の植樹祭「みんなで森をつくる集い」が、6月 4日（土）に川越市農業

ふれあいセンターで開催されます。森林から始まる自然環境、人々の住環境、水、

大気、生物多様性保全、環境感性が広がる集いになります。みなさまのご参加を

お勧めいたします。 かわごえ環境ネット	
 理事	
 金子晃 
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猪俣昇さん 個人会員訪問 地域環境活動を聴く（34）
	
 個人会員訪問は、久しぶりの再会が続いています。会

員名簿、あいうえお順にお名前を決め訪問アポイントを

取り伺っています。事務局に電話番号を聴き、幾人かの

方に連絡。ご都合が合うとすぐに行動を開始。 

	
 電話をかけ出られた女性の声に、聴き覚えがある・・

猪俣さんですか・・・「あら、金子さん・・・」と言わ

れて、以前訪ねたことがあるかすみ野にお住いの猪俣夫

人でした。ご住所を聴き家の前に到着。庭と車庫上には

盆栽が沢山並び、私も盆栽愛好家なので、盆栽談義を交

わしたひと時を思い出しました。まずは、庭に回り盆栽

のお棚拝見から始まった訪問になりました。居間に通さ

れお久しぶりの挨拶。今日は、個人会員の環境活動をお

聞きにきました。「この春は体調を崩して、手入れもで

きなかった。今は、畑での野菜作りができるほどに回復

してきました。」「環境ネットの会合には、ご無沙汰が続

いています。」 

 
庭いっぱいの植木と盆栽。雨の中、庭に出て対談。 

	
 「私は、長野県上田市で少年時代を過ごしています。」

「自然が大好きな先生がいて、小学校、中学校と生物ク

ラブに入って、指導を受けていました。」「生活の場が全

て自然。田んぼ、畑、千曲川、をかけずり回った少年時

代でした。」東京で大学に進み、電気関係の仕事に就き、

外国にも時々出かける生活。」「かすみ野に住んだのも、

隣がゴルフ場で身近に自然が感じられるロケーション

が気に入りました。」そうでしたか。 

	
 ここだとゴルフ場に住む鳥、虫、蝶が飛んできますね。

「そうなんです。生き物には、思いやりの心で大事にす

る。それぞれの役割があり自然界を作っている。」「少年

のころ生物クラブで聞いていたことが、環境活動に生き

ている。」「野菜作りに80坪の畑を借りて、時間があれ

ば畑に行き、苗を植え育成。」「畑の水やりに水溜りを作

ったが、いつの間にかオタマジャクシが誕生、カエルに

なり住み続けている。」「オタマジャクシが居るため畑に

水撒きができなくなり、家からの水運びになった。」 

	
 「日蔭作りに低木を植え、

水草で隠れ場所づくり、越

冬もできる環境を作ると

カエルの数が増え、畑の虫

を食べてくれる。」ここで

一句を思い出していまし

た。加賀千代女が詠んだ

「朝顔に釣瓶とられても

らい水」自然環境づくりに

現れた優しさを感じまし

た。 

	
 「環境ネットとの関わり

は、安比奈で、調査活動を

していた大辻さんと出会って入会しました。」「自然環境

部会にも参加、みなさんの意見、思いを聴いていまし

た。」「部会での調査チームにも参加、魚、鳥、草花の調

査活動にも参加しました。」「会議にも出るようになりま

したが、自然環境に理想を求める論が語られている。」

「実施する裏付け、誰がそれをやるのか。実行予算はあ

るのだろうか。コストに見合った結果になるのか。」「疑

問符が出てくる。企業経営に携わっていた私の感性には、

合わない事があります。」「時折、長野に帰るのですが、

河川、道路、環境維持には安全第一で、次に自然環境の

思想で進められている。」「観光立県、長野では、自然環

境の保護に柵でなく道路脇に手入れをしない藪を置き、

人の侵入を防ぐ工夫が多く取り入れられている。」視点

の幅広さが大切になると聞く耳が広がりました。「また、

生き物調査で出会った外来種に対する対応。」「生き物の

命は大切、生き物への情けと思い遣りが必要です。」「子

どもたちに、部屋の中に入ってきた虫を手で叩くことな

く、網戸を開けて庭に放してやる様な活動をして行きた

い。」 

	
 環境活動参加で、やや異を感じているところと優しさ

が聴けた訪問でした。 

（2011年 5月取材	
 理事・広報委員：金子晃） 

畑の水溜りケース、 
水草で隠れ場所 
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かわごえ環境ネットの活動報告 
池辺公園の保全活動（植物調査） 自然環境部会

	
 4月 15日（金）9:00から 11:30まで池辺公園で恒例の植物調査を参加者 4名で行いました。花

の楽しみなシーズンに入り、主に春の草花を中心に行いました。以下に報告致します。 

 
葉をもむとキュウリのにおいがするキュウリグサ 

 
苗代の準備をする頃咲くタネツケバナ

 
頭花の形が毛槍似ているため名がついたスズメノヤリ 

 
別名をジゴクノカマノフタというキランソウ

［観察された春の草花］ 

タチツボスミレ、アオイスミレ、アカネスミレ、コスミレ、タネツケバナ、ノビル、ヤエムグラ、

ムラサキケマン、アマナ、スズメノヤリ、キランソウ、キュウリグサ、キツネアザミ、ショカッ

サイ、ヤブタビラコ、オニタビラコ、ヒメオドリコソウ、オランダミミナグサ、ハコベ、ヒメカ

ンスゲ、カキドウシ、ヤブニンジン、キツネアザミ、オオイヌノフグリ、ハルジオン、ノボロギ

ク、カントウタンポポ、ホトケノザ 

（谷村徹） 
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雑木林の花見（自然観察会）報告 自然環境部会

日時：4月 23日（土）9：30～12：30 

場所：「（仮称）川越市森林公園」計画地 

参加者：30名 

講師：稗島英憲 

 

	
 この春は大震災の影響で花見が軒並み自粛に

なったようです。そのためでもないのでしょう

けれど、今回のイベントは参加者の申し込みが

早い段階で定員になりました。ひっそりと花を

楽しむにはよい場所ということなのでしょうか。 

ところが、前日になると天気予報が大荒れの予

想を出し、当日もいつ降り出すかヒヤヒヤでし

たが少しの雨だけで何とかもちこたえました。 

	
 例年この時期にウワミズザクラが満開になり

見ごろを迎えます。白い小さな花をブラシ状に

いっぱい咲かせ、遠目に見ると明かりがともっ

たような感じです。バラ科ですので一つ一つの

花はサクラと同じ作りです。雑木林には本数は

けっこうありますが、大きく枝を拡げ手にとっ

て花を見られるのはとても少ないです。参加者

のみなさんからは「今まで気がつかなかったけ

ど、よく見るときれいね。」という声も聞かれま

した。また、この花の蕾の塩漬けは「あんにん

ご（杏仁香）」といって新潟では美味な食材です。

果実は甘酸っぱく野鳥の大好物です。果実酒に

して人間も賞味できます。 

	
 雑木林の盟主コナラも、開花期になっていて

垂れ下がった雄花、その上に小さく地味につい

ている雌花を見ることができました。これがこ

の後どんどん成長して秋にはたわわにドングリ

を実らせます。 

	
 この時期に林床を彩るのはスミレです。この

雑木林にはタチツボスミレ、ニオイタチツボス

ミレ、コスミレ、ヒメスミレ、ツボスミレが確

認されています。今回はコスミレ以外の 4種を

見ることができました。     （賀登環） 

 
ウワミズザクラを撮る参加者 コナラの花が満開

 
ウワミズザクラの花 

 
ヒメスミレ：全体で 5cmぐらい 

とても小さい 
クチナシグサ：絶滅危惧種 
この雑木林ではよく見られる 
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仙波河岸史跡公園の植物調査活動報告 自然環境部会

	
 5月 6日（金）の 9:00より仙波河岸史跡公園において、春の植物調査を行いましたので、以下

に報告致します。参加者は 4名でした。 

 
湿地帯での観察風景。ショウブの群生が観られる。 大きく育ったアオイスミレ。中心の黒い粒が種子。

 
カントウタンポポの花 

 
真っ赤な実を付けたヘビイチゴ

 
河岸跡岸辺に観られるアカメヤナギの大木 

［観察された主なる植物（草本のみ記載）］ 

ハコベ、アベリア、アメリカフウロ、ホタルブ

クロ、ノゲシ、カラスノエンドウ、スズラン、

ハルジオン、カタバミ、トキワハゼ、カタビラ、

ウラジロチチコグサ、ハナイバナ、オドリコソ

ウ、ドクダミ、セイヨウタンポポ、カントウタ

ンポポ、ヘビイチゴ、アオイスミレ、ツユクサ、

ベニバラ、ギシギシ、ムラサキケマン、スギナ、

クサイチゴ、カヤツリグサ、ヤエムグラ、ノイ

バラ、アズマネザサ、チチコグサ、ハコベ、セ

イタカアワダチソウ、スイカズラ、ヤブラン、

ヨモギ、ヤブマオ、ミズバショウ、ジャノヒゲ、

クサソテツ、フキ、セキショウ、イヌムギ、シ

ョウブ、オニノゲシ、ヒヨドリソウ、タチアオ

イ 

（大辻晃夫） 
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かわごえ環境ネット総会・「川越の自然」刊行記念講演会・懇親会

 
「川越の自然」刊行記念講演会の様子

 
懇親会には牧野彰吾先生にも参加いただきました

	
 2011 年度の総会が、5 月 21 日（土）9:30 か

ら川越市立博物館視聴覚ホールで開かれました。

	
 設立 10周年を迎えた 2010年度は、記念事業

として「川越の自然」の出版、「かわごえカフェ」

と銘うったかわごえ環境フォーラムの成功など、

かわごえ環境ネットの活性化が図られた事業報

告と、いっそうの活性化を目指す事業計画を承

認しました。 

	
 続いて「川越の自然」の刊行を記念して、牧

野彰吾山村学園校長の講演会がありました。植

物生態学の権威として県内でも知られた人で、

本会の会員以外の人も参加して会場は埋まりま

した。都市の発展とともに少なくなってゆく種

もあれば、しぶとく生き抜く姿を見つけた喜び

を、ユーモアを交えて語り、生態系をあるがま

まに保存する大切さを教えられた 1時間半の講

演会でした。 

	
 続いて会場を市民会館前の「どんぐりの樹」

に移して、軽食を取りながら自己紹介を兼ねて

懇親を図りました。新市会議員の吉野郁惠さん

も会員として参加、行政と市民との架け橋とな

って環境活動の活性化に寄与したいと抱負をの

べられました。最後は、環境政策課の奥富政幸

参事が行政と市民の「協働」によるかわごえ環

境ネットの発展を祈念して終わりました。 

（武田侃蔵） 

会員からの依頼・報告

移入種の蝶‐調査協力のお願い

	
 立夏も過ぎて夏の蝶が姿を見せ始めました。

川越市内に温暖化の影響で南の地域に生息する

蝶が出現してきています。この様子を調べるた

めに、昨年かわごえ環境ネットの自然環境部会

のみなさんに目撃情報をお願いした結果がまと

まりました（次ページ参照）。 

	
 今年は、この成果をもとにさらに広げて、全

ての会員のご協力をお願いしたく、簡単な調査

票を作りました。温暖化の影響を調査するのが

中心ですが、その他に、知っている蝶がいまし

たらお知らせください。より詳しい調査票を希

望の方は過まで。        （過昌司）

蝶の調査票

月日 蝶名 観察された場所 いた場所の環境 蝶の行動 
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川越における蝶の移入種を調べる

	
 昨年、会報で蝶の移入種の目撃情報をお願いしました。会員と観察会での情報がまとまりまし

たので掲載します。

	
 ツマグロヒョウモンは 4 月から 10 月まで 8

か所で見つかっており、温暖化に伴って生息域

を拡大している様子がうかがえます。幼虫も見

つかっているので川越で広範に生息している可

能性が濃厚です。 

	
 アカボシゴマダラは夏場に見られています。

この蝶についてウィキペディア（http://ja.wikipe

dia.org/wiki/アカボシゴマダラ, 2011年 6月 1日

参照）によると、 

「1995 年に埼玉県秋ヶ瀬公園などで突如とし

て確認された。この埼玉での発生は一時的なも

ので終わったが、これに続く数年間には神奈川

県を中心とする関東地方南部でも本種が多数発

生・定着するようになり、毎年分布を拡大して

いることが報告されている。2006年には東京都

内でも発生している。この個体群は、その外見

上の特徴から、中国大陸産の名義タイプ亜種 H.

 a. assimilisに由来と推定されている。自然の分

布域から飛び離れていることや、突如出現した

ことなどから昆虫マニアによる人為的な放蝶

（ゲリラ放虫）の可能性が高いといわれている。

気候風土が好適であったために急激に個体数が

増加したと考えられており、市街地の公園など

の人工的な環境に適応しているので、今後も分

布が拡大していくと予想される。このように、

典型的な外来生物であるために、もともと類似

環境に生息するゴマダラチョウと生態的に競合

するのではないかという危惧もある。」 

です。森林公園予定地では幼虫も見つかってい

るので、生息が定着しているのではないかと考

えられます。 

	
 クロコノマチョウは、林内に見られますがま

だ限定されているようです。しかし、狭山のト

トロの森には繁殖しているとの情報もあります

ので、これから温暖化により川越市内でも普通

になっていくことが考えられます。その影響は

これからの観察にかかっています。 

	
 昨年の情報だけで、温暖化などの影響による

移入種の実態が少し分かってきました。今年は、

これを踏まえてもう一歩広い調査を考えていま

すので、ご協力をお願いします（前ページに調

査票があります）。 

（かわごえ環境ネット会員	
 猪俣・過） 

 

 



月刊 かわごえ環境ネット	
 2011年 6月号	
 No.056 

- 8 - 

流域・近隣行政の活動・その他の話題・川越市からのおしらせ 
流域団体の活動状況

◆新河岸水系水環境連絡会で情報交換 

	
 新河岸川とその支流に関係する地域で作る

「新河岸川水系水環境連絡会」の会議が 5月 14

日、朝霞市のリサイクルプラザで開かれました。

6 月 5 日の全国一斉水質調査に先立って、昨年

の調査をまとめた資料を配布、今年度は流速・

流量等も測定したいとの意向が示されました。 

	
 かわごえ環境ネットの新河岸川の水質検査は、

昨年から荒川水系の調査といっしょに進めてい

ますが、新河岸川水系の独自性を進める近隣市

の環境団体との連携をどうするか、検討課題と

なりましょう。 

	
 当日、次のような流域での今後の活動予定が

発表されました。6 月 11 日には、「東久留米市

湧水と清流宣言」が環境フェステバルで行われ

ます。また、各地の「川まつり」が 7 月から 8

月にかけて落合川、東川、柳瀬川、黒目川、不

老川、空堀川、越戸川で開かれます。 

◆「新河岸川広域景観づくり連絡会」今年度計

画を協議 

	
 5月 23日に、富士見市サンライトホール会議

室で、川越市から和光市までの各市の環境団体

が参加して「新河岸川広域景観づくり」の本年

度の活動について協議しました。昨年に続いて

サイクリング、清掃とともに、舟運の試みへの

提案がありました。東日本大震災がなければ、3

月 29 日に川合川越市長が舟で川越の旭橋から

志木市まで下るはずでしたので、舟を浮かべる

アイディアは強まるようです。（武田侃蔵） 

 

近隣市の環境行政「富士見市」

1）「緑のカーテン」で庁舎を涼しく 

	
 富士見市役所の 2階建で横長の庁舎の特性を

生かし、主に庁舎南面にヘチマを中心とした「緑

のカーテン」を栽培しています。写真は昨年の 

様子ですが、今年も独自に苗を育てております。 

 
富士見市役所庁舎南側の緑のカーテン 

2）「住宅用太陽光発電システムに助成」 

	
 今年度から住宅用太陽光発電システムを設置

した市民に対し 1件あたり 5万円の奨励金交付

を全体で 70件分予定しています。 

3）地区割りで進める市民環境活動 

	
 富士見市では、「富士見市環境施策推進市民会

議」が、地球温暖化の防止、ごみの排出抑制・

資源化の推進、環境美化の推進を大きな実施テ

ーマとして、行政と協働で施策を進めています。

今年度も市内を 4ブロックに分けて、①クリー

ン作戦の実施（ポイ捨て禁止・不法投棄防止啓

発活動）②エコライフ DAY の普及活動③環境

家計簿の普及活動④ごみの減量化アンケート調

査⑤研修会の実施等を地域活動としてきめ細か

に進める予定です。この活動の裏方として、各

ブロックに環境課の資源リサイクル係と環境保

全係から各 1名ずつの 2名、あわせて 8名の職

員が事務局体制を強化して市民の活動がスムー

ズに進む体制をとりました。「協働」の一つのあ

りかたとして参考になります。 

（武田侃蔵） 

 

 

 



月刊 かわごえ環境ネット	
 2011年 6月号	
 No.056 

- 9 - 

その他の話題

◆「緑のカーテン」実施の施設が倍増 

	
 夏の省エネ・節電ムードに応えて、「緑のカー

テン」をつくる事業所が昨年の 2倍になりまし

た。 

	
 小学校 10校、中学校 7校、北部地域ふれあい

センターや市民聖苑やすらぎのさとなど 8施設、

保育園・児童園 21園、総合保健センターや公民

館 10の計 56施設で「緑のカーテン」を設置し

ます。今後の管理については市民の協力が求め

られ、体制作りが急務となります。（武田侃蔵） 

◆埼玉夏の節電行動・2011コンソーシアム 

	
 今年の夏の節電対策に各方面で知恵を出し合

っています。埼玉県でも「家庭の CO2削減ハン

ドブック」を活用して、エコで素敵なライフス

タイル啓発を進めるとともに、「家庭の電気ダイ

エットコンクール」「彩の国クールスポット 100

選」の目玉事業を加えて、積極的な節電啓発を

進めることになりました。後者は、要項が 6月

1 日に発表されました（締切は 6 月 24 日）。詳

しくはWeb（http://www.kannet-sai.org/coolspot/）

をご覧ください。かわごえ環境ネットが作った

「川越の自然」を参考に、川越市内のクールス

ポットを発掘し、観光資源としても積極的に P

Rしたいものです。（武田侃蔵） 

◆「2011アースデイ・イン・川越	
 立門前」が

10月 23日（日）に開催決定 

	
 12回目を迎え、蓮馨寺を中心に立門前通りを

囲む熊野神社、旧織物市場、鶴川座などを使っ

て開くアースデイも 3回目となりました。地元

の理解も得られて、昨年を上回る成果が上がる

よう、準備が進められています。（武田侃蔵） 

 

川越市からのおしらせ

◆「環境月間ポスターコンクール」入選作品の

展示会を開催します（環境政策課） 

川越市では、環境月間（6月）及び環境の日（6

月 5日）の周知を図るため、毎年度、「環境月間

ポスターコンクール」を実施しています。市内

の小中学生を対象に地球温暖化防止やみどりの

保全などの環境保全をテーマとしたポスターを

募集し、審査会で選出された入選作品を 6月 11

日（土）、12 日（日）に、川越西文化会館（メ

ルト）において展示します。 

◆かわごえ環境ネットへの入会 随時受け付けています 

本会は、川越市の環境に関する情報の提供や活動の場の提供、 

そして実践活動を行っている環境パートナーシップ組織です。 

この冊子を毎月お手元に届けます。ぜひご入会ください。 

個人会員は年会費 1,000円、5名以上の団体で構成される 

団体会員が年会費 2,000円です。環境政策課 

（川越市役所本庁舎 5階）に詳しいパンフレットがあります。 

 
◆「川越の自然」の頒布について 

	
 本会設立 10周年記念事業として 5月 21日に刊行した「川越の自然」に 

ついて多数の問い合わせをいただいています。 

冊子の在庫が限られていること、また、冊子刊行の趣旨に沿って、 

当面は、本会主催の自然観察会に参加された方に 

会場にて 1冊 500円で頒布する形に限らせていただきます。 

どうぞご了承ください。 
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理事会・専門委員会からの報告

理事会

	
 総会後初めてとなる2011年度第3回理事会を

5月 31日（火）9:00-11:00に川越市役所福田ビ

ルにおいて開催しました。主な議事は次のとお

りです。 

	
 「川越の自然」の頒布方法についての確認等

がありました。今後の本冊子の扱いについては、

「川越の自然」編集委員会に加え、理事会とし

ても議論していくこととしました。 

	
 今年度の事業計画に基づき、「かわごえ環境フ

ォーラム実行委員会」の発足を承認しました。 

	
 新河岸川水系水環境連絡会への会員の継続と

前年度納付していなかった会費（年会費 2,000

円）も含めた年会費の支払いを承認しました。

なお本会は、他に NPO法人 荒川流域ネットワ

ーク（年会費 3,000円）、NPO法人 環境ネット

ワーク埼玉（年会費 5,000 円）の会員にもなっ

ています。 

	
 川の一斉水質調査は、当初 35か所での実施予

定でしたが、雨のため 24か所での実施であった

ことが報告されました。なお、詳報は次号でお

伝えします。 

（小瀬博之） 

社会環境部会

	
 5月の例会は、13日（金）13:00より市役所 7

C 会議室にて出席者 12 名により会議を進めま

した。現在、160 余の会員がいますが、部会へ

の参加者が限られています。今年は、行政との

協働を強く推し進めて、活力ある部会にしたい

と思います。 

	
 緑のカーテン普及運動については、現在の社

会情勢から大いに推進して行くべき課題です。

社会環境部会として積極的に取り組み実績を残

し、協働体制を繋げるべく議論しました。 

	
 エコドライブ教習会は、昨年度から協働体制

がスタートしました。今年度、更に力を入れて

推進することにしました。 

	
 資源循環推進課と協働で推進している生ごみ

水切りモニタリング調査については、会員にも

必要性を広めて行きたいと思います。そのほか、

生ごみの堆肥化、水辺の再生などについて意見

交換を行いました。 

	
 まち美化については、長年の地道な活動が実

り、清掃活動に率先して企業やパチンコ店など

の社員参加もあり、成果が現れているとの報告

がありました。 

	
 生態系保護に関しては、保護地区に無断で園

芸草花を植えトラブルになっている話が紹介さ

れました。 

	
 最後に、荒川流域・全国一斉水質調査の担当

分担を決め 5 月 29 日（日）9:00～11:00 に各調

査地点で、気温、水温等を記録した上、500mL

のペットボトルに採取し、北公民館で試薬によ

りデータを取ることにしました。 

	
 次回、社会部会は、6月 10日（金）13時より

行います。 （社会環境部会代表	
 原嶋昇治）

自然環境部会

	
 4 月 11 日（月）は、（仮称）川越市森林公園

計画地にて定例の植物調査が 7名の参加で行わ

れました。 

	
 4月 12日（火）は、南小畔川の河南水辺公園

にて開催された、川の交流会に当部会から 4名

が参加し、展示のための魚類の捕獲などの援助

活動を行いました。 

	
 4月 15日（金）は、池辺公園にて恒例の植物

調査が行われました（記事参照）。 

	
 4月 23日（土）は、雑木林の花見（観察会）

が開催されました（記事参照）。 

	
 5月 2日（月）は、（仮称）川越市森林公園計
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画地にてキンラン、ギンラン調査が 5名の参加

で行われました。 

	
 5 月 6 日（金）は、仙波河岸史跡公園にて恒

例の植物調査が行われました（記事参照）。 

	
 5月 9日（月）は、（仮称）川越市森林公園計

画地にて定例の植物調査と保全活動が 9名の参

加で行われました。 

	
 5月 13日（金）は、川越市役所 7C会議室に

て5月度の自然環境部会が13名の参加で開催さ

れました。最初に初参加の方のために参加者の

自己紹介から始まり、平成 23年度の自然部会事

業計画最終案の報告と決定、県民参加生き物モ

ニタリング調査への参加決定に伴う計画書など

の報告、仙波河岸史跡公園の環境パトロールの

結果報告、上記した（仮称）川越市森林公園計

画地での植物調査や雑木林の観察会の報告と今

後の予定説明、川越市での移入蝶の調査票案の

提案、生物多様性や里地里山法に関する勉強会

の提案、全国一斉水質調査の担当決定の討議を

行い、最後に事務局より今年度の環境政策課・

政策と予算等の説明がありました。 

（自然環境部会代表	
 大辻晃夫）

おしらせ

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

◆広報委員会（2011年 6月度） 

日時：6月 8日（水）9:00-10:00 

場所：川越市役所本庁舎 5階フリースペース 

（川越市元町 1-3-1） 

●社会環境部会（2011年 6月度） 

日時：6月 10日（金）13:00-15:00 

場所：川越市役所本庁舎 7C会議室 

●自然環境部会（2011年 6月度） 

日時：6月 10日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7C会議室 

	
 両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:

00-17:00の連続開催です。次回は 7月 8日です。

会場は毎回変わります。会員であれば自由に出

席できる話し合いです。ぜひご参加ください。 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全作業 

日時：6月 13日（月）9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

トンボソウ、クチナシグサなど絶滅危惧種の生

息調査。事前連絡は不要。毎月第 2月曜日が定

例活動日。 

★社寺林の自然観察会 

日時：6月 25日（土）9:30-12:30 

会場：喜多院・中院 

対象：一般、定員：30名、経費：100円 

申込：6月 6日（月）9:00から環境政策課 

（Tel.049-224-5866） 

	
 冊子「川越の自然」を片手にモクゲンジなど

多種多様な樹木の観察会 

◆理事会（2011年度第 4回） 

日時：6月 28日（火）9:00-11:00 

場所：川越市役所本庁舎 7C会議室 

★きのこの観察会 

日時：7月 3日（日）9:30-12:30 

会場：（仮称）川越市森林公園計画地 

対象：一般、定員：30名、経費：100円 

申込：6月 8日（水）9:00から環境政策課 

（Tel.049-224-5866） 

専門家ときのこを探して観察します。 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全作業 

日時：7月 11日（月）9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

ヤマユリ、ツリガネニンジンなどの保護活動。

事前連絡は不要。毎月第 2月曜日が定例活動日。

次回は 8月 8日（月）同時間。 
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会員・関係団体の主催行事

●みなみかぜ	
 いきいき田んぼの会 

（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：みなみかぜ	
 後藤・田崎 

（Tel.049-234-1200） 

場所：みなみかぜ（川越市吉田 204-2） 

ホームページ：http://blogs.dion.ne.jp/tanbo373/ 

※参加費はお問い合わせください。 

※毎週火曜・金曜午前中に田んぼで作業をして

います。 

※生きもの調査チームを作ります 

	
 一緒に活動しませんか? 

田んぼまわりの動植物に興味がある個人および

グループの募集をしています。 

	
 子ども向けの観察会も企画していきます。 

◆6月 11日（土）10:00-13:00  

例会（10:00-11:00） 

さなぶり（みんなで昼食）（11:00-13:00） 

◆6月 25日（土）9:00-12:00雨天翌日に順延 

「田んぼをきれいに&生きもの調査」（当初予定

6/11より変更） 

◆7月 23日（土）9:00-12:00雨天翌日に順延 

「田んぼをきれいに&生きもの調査」 

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園かんさつ会 

◆6月 19日（日）公園主催、当会協力 

◆6月 24日 (金) 当会主催 

公園南口休憩所 10：20頃集合、15：00頃迄 

参加費 200円、入園料大人 400円、65歳以上 2

00円。昼食、観察用具、雨具持参。雨天決行。 

見所：ギンリョウソウやイチヤクソウの花を楽

しみます。チョウ類や水辺の生き物も観察しま

す。植物の解説は太田先生です。 

◆7月 18日（月、海の日）公園と共催 

国営武蔵丘陵森林公園南口に集合 9：45頃	
 、

終了 15：00ごろ。参加費無料、入園料 280円（団

体扱）、65 歳以上 200 円。昼食、観察用具、雨

具持参。雨天決行。 

見所：国蝶のオオムラサキやカブトムシなど、

樹液に集まる昆虫とヤマユリの花を観察します。

講師は大塚豊さん（日本野鳥の会東京） 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆6月 11日（土）9:30からの作業 

畑の片付け・トウモロコシの植え付け 

◆7月 9日（土）・16日（土）16:00からの作業 

トウモロコシ・枝豆の収穫・バーベキュー 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
福原ファームクラブ活動予定表 

（活動日は第 2土曜日、8月は第 3土曜日） 
月 日 活動内容（先の内容はこれまでの例） 
6 11 畑の片付け・トウモロコシの植え付け 

7 9・16 
16:00からの作業	
 トウモロコシ・枝豆
の収穫・バーベキュー 

8 20 16:00からの作業	
 里芋畑の草抜き 
9 11 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 9 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 12・19 里芋の収穫・芋煮会 
12 11 大根の収穫・ビニールはがし 
1 14・21 雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 
2 11・18 雑木林手入れ 

3 10・17 
雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそぼ

うパン 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放

置自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発

運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆6月 7日（火）・16日(木) 

◆7月 5日（火）・21日(木) 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所

まで。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆6月 12日（日）・7月 10日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、
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中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆6月 25日（土）・7月 23日（土） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

4.郊外クリーン活動 

◆7月 17日（日）9:30-11:30 

	
 ①川越警察署 9:30集合、やすらぎのさとまで 

	
 ②伊佐沼荒川右岸用排水組合前 9:30集合、農

業ふれあいセンターまで伊佐沼周回。どち

らの班を希望か、7月 15日までに武田へ。 

5.百万灯まつり、まちなかクリーン 

◆7月 30日（土）・31日（日）13:30-15:30 

川越駅前アトレ横歩道橋下 13:30 集合、市役所

まで。 

6.「水と緑と安心を！サイクリングで探訪」 

◆第 1回	
 6月 19日（日）9:00-15:00ごろ 

	
 旭橋左岸たもと集合。新河岸川左岸、新河岸

川方水路、ビン沼、荒川、九十川、伊佐沼など

30キロ。以後、7月 16日（土）くぬぎ山、三富

地区等。 

●東洋大学環境コミュニケーションゼミ 

申込・問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose＊t

oyo.jp（＊は半角@に変換ください）, Fax.049-

239-1532, 7月 6日までにご連絡を） 

詳細 http://team-6.eng.toyo.ac.jp/ecsemi/ 

☞2011年度第 2回川越キャンパスエコツアー 

「きのこと夏の花」 

◆7月 11日（月）16:30-18:00 

場所：16:30 東洋大学川越キャンパス福利厚生

棟特別会議室集合（川越市鯨井 2100），人数：1

0名程度，参加費：無料，雨天決行，終了後 18:

00-19:00に懇親会を構内で開催する予定です 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口近く

の蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆ 6月 12日（日） 

	
 カルガモが 10 羽程のヒナを連れて泳いでい

ます。カイツブリはヒナを背に乗せて泳ぎます。

毎年見ていますが、ほほえましい眺めです。そ

して空にはコアジサシが飛来し、魚を探しては

水中へさっと潜ります。飛び上がると嘴には小

魚を咥えています。 

◆7月 10日（日） 

雛を連れたカルガモは何家族見られるでしょう

か？カイツブリは雄、雌交代で餌の小魚を捕り

に出かけ、帰るときは嘴に餌をくわえ、巣で待

つ雛に与えます。コアジサシも巣立ったばかり

の若鳥と飛んできて、沼に飛び込んで魚捕りを

教えます。今月も鳥たちは子育ての最中です。

蓮もだいぶ大きくなり、末には花が見られます。 

 

広報委員会から（編集後記） 
◆原子力発電の停止が長引き、節電への努力が

続けられています。川越市の仙波河岸史跡公園

の汲み上げポンプも停止中のため、目玉のせせ

らぎと湧水がストップしたままです。また、近

くの不老川もお天気が続くと水が流れず、昔の

姿を思い出させる光景が見られます。この不老

川も、水質浄化のために、近くの滝ノ下の新河

岸川水循環センターの下水処理水を狭山市まで

ポンプアップして放流していました。3 月の大

震災以降は、夜間の 8時間だけの放流に制限さ

れたために、昔ながらの伏流水状態になってい

ます。不老川の浄化に取り組んできた狭山市の

相馬さんは「これが本当のトシトラズガワのす

がたですね。水浄化の闘いはこれからですよ」

と話していましたが、自然を生かす取り組みに

気を緩められないようです。（KT） 
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イベントカレンダー（6月 1日~7月 30日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください。 

6/1 2 
 

3 
 

4 
 

6/5 
 

6 7 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8 
◆9:00広報委
員会 
 

9 
 

10 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

11 
◎9:00田んぼ
をきれいに&生
きもの調査 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 

6/12 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

13 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地 植
物調査 

14 
○本誌 7月号
原稿必着 

15 16 
◎13:30まち
美化啓発運動 

17 
 

18 
 

6/19 
◎9:00水と緑と
安心を！サイク

リングで探訪 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

20 21 22 23 
 

24 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

25 
◎9:00田んぼ
をきれいに&生
きもの調査 
★9:30社寺林
の自然観察会 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/26  
 

27 28 
◆9:00理事会 
◆11:00かわご
えアジェンダ2
1推進委員会 

29 30 
 

7/1 
 

2 
 

7/3  
★9:30きのこ
の観察会 

4 5 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6 7 
 

8 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

9 
◎16:00おいし
く楽しく農業体

験 

7/10 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

11 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地 植
物調査 
◎16:30川越
キャンパスエ

コツアー 

12 
 

13 14 
 

15 
 

16 
◎16:00おいし
く楽しく農業体

験 
◎9:00水と緑と
安心を！サイク

リングで探訪 

7/17 
◎9:30郊外ク
リーン活動 

18 
海の日	
 

◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会	
 

19 
 

20 21 
◎13:30まち
美化啓発運動 

22 
 

23 
◎9:00田んぼ
をきれいに&生
きもの調査 
◎13:30まち
美化啓発運動 

7/24 25 26 27 28 29 30 
◎13:30百万灯
まつり、まちな

かクリーン 
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